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で
は
。
②
震
災
の
影
響
に
よ
る

新
た
な
ハ
イ
リ
ス
ク
者
層
が
発

見
さ
れ
た
場
合
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
の
観
点
か
ら
積
極
的
な
働
き

か
け
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
精
神
保
健
相
談

者
の
震
災
と
の
関
連
は
分
析
し

て
い
な
い
。
②
個
別
ケ
ア
の
必

要
な
方
に
は
要
因
に
関
わ
ら
ず
、

状
態
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
活
用
を
図
れ

　

震
災
後
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

情
報
発
信
の
必
要
性
を
実
感
す

る
が
、
区
で
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

導
入
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
情
報
の
発
信
を
始
め
て
は
。

　

区　

長　

ネ
ッ
ト
を
活
用
す

る
手
段
と
し
て
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

も
検
討
し
て
い
く
。

今
後
、
産
業
振
興
策
を
検
討
す

る
中
で
、
経
営
力
や
ビ
ジ
ネ
ス

ス
キ
ル
の
向
上
な
ど
必
要
な
支

援
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

　

放
射
能
汚
染
の
情
報
が 
錯  
綜 

さ
く 
そ
う

し
、
区
民
の
強
い
不
安
感
が
継

続
し
て
い
る
。
特
に
子
ど
も
へ

の
放
射
性
物
質
の
影
響
が
心
配

で
あ
る
。
区
独
自
で
学
校
、
保

育
園
の
砂
場
の
放
射
線
量
を
測

定
し
、
区
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
調
査
結
果
を
公
開
し
て
は
。

　

区　

長　

発
生
源
か
ら
の
距

離
や
都
の
測
定
デ
ー
タ
な
ど
の

状
況
か
ら
、
土
壌
に
お
い
て
も

安
全
と
考
え
測
定
は
行
わ
な
い
。

個
人
の
生
産
性
向
上
を
支
え
よ

　

区
民
の
経
済
不
安
へ
の
根
本

的
な
対
策
と
し
て
、
区
内
の
産

業
振
興
、
生
産
性
向
上
が
必
要

で
あ
る
。
事
業
者
、
起
業
家
、

就
労
者
や
求
職
者
向
け
に
個
人

の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
支
援

を
し
て
は
。
産
業
振
興
戦
略
の

面
か
ら
も
複
合
的
な
高
度
ビ
ジ

ネ
ス
研
修
体
系
を
提
供
し
て
は
。

　

区　

長　

個
人
の
生
産
性
向

上
は
必
要
と
考
え
、
こ
れ
ま
で

も
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

す
る
。
③
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を

含
め
た
通
信
手
段
に
つ
い
て
、

災
害
時
に
最
も
効
果
的
な
方
法

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

夏
の
電
力
不
足
対
策
に 

効
果
の
高
い
取
り
組
み
を

　

①
防
災
の
観
点
か
ら
効
果
の

高
い
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
風
車
が

付
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
Ｌ
Ｅ

Ｄ
街
路
灯
の
設
置
を
、
区
の
補

助
率
を
引
き
上
げ
る
な
ど
し
て
、

推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
②

ま
ず
は
、
区
指
定
の
閉
そ
く
を

防
ぐ
べ
き
道
路
か
ら
、
設
置
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。
③
区

有
施
設
の
室
内
温
度
を　

℃
と

２９

し
て
い
る
が
、
子
ど
も
関
連
施

設
に
つ
い
て
は
状
況
に
応
じ
た

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
省
エ
ネ
型
の
街

路
灯
の
設
置
に
対
す
る
補
助
率

の
優
遇
に
つ
い
て
、
今
後
検
討

し
た
い
。
②
今
年
度
の
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
の
中
で
、
閉

そ
く
を
防
ぐ
べ
き
道
路
の
あ
り

方
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。
③

児
童
館
な
ど
の
子
ど
も
施
設
で

は
、
利
用
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、

熱
中
症
予
防
に
重
点
を
置
い
た

柔
軟
な
温
度
設
定
を
行
う
。

必
要
で
は
な
い
か
。
②
都
は
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
大
型

ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
活
用
し
た
災

害
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
検
討

を
始
め
る
と
し
て
い
る
が
、
区

も
、
中
野
駅
前
や
帰
宅
支
援
対

象
道
路
な
ど
帰
宅
困
難
者
が
生

じ
や
す
い
場
所
を
中
心
に
、
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
の
文
字

に
よ
る
災
害
時
の
情
報
提
供
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
③
震

災
の
教
訓
を
受
け
、
防
災
や
災

害
情
報
な
ど
を
適
時
に
届
け
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
民

間
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
区

内
主
要
エ
リ
ア
で
の
整
備
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
指
定
に
対
応
し

て
、
目
標
の
設
定
や
効
果
的
な

支
援
策
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
都
に
対
し
て
、

一
層
の
取
り
組
み
強
化
を
要
請

す
る
。
②
中
野
駅
周
辺
や
区
内

の
主
要
幹
線
道
路
に
お
け
る
帰

宅
困
難
者
へ
の
情
報
提
供
の
方

法
や
情
報
機
器
の
活
用
も
検
討

　

①
都
は
、
沿
道
建
築
物
の
耐

震
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
道
路

を
、
特
定
緊
急
輸
送
道
路
に
指

定
し
、
対
象
建
築
物
の
耐
震
診

断
の
義
務
化
や
罰
則
を
定
め
る

な
ど
強
い
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

特
定
緊
急
輸
送
道
路
が
定
め
ら

れ
た
場
合
、
区
と
し
て
も
、
沿

道
建
築
物
耐
震
化
の
た
め
の
目

標
を
、
改
め
て
優
先
的
に
設
定

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
区
独

自
の
追
加
支
援
策
や
、
耐
震
化

に
つ
い
て
都
に
助
成
の
増
額
を

求
め
る
な
ど
、
特
段
の
対
策
が

②
今
後
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
再

構
築
を
行
う
際
の
対
応
に
よ
り
、

放
送
の
聞
こ
え
づ
ら
い
区
域
の

解
消
を
図
り
た
い
。
③
利
用
申

請
済
み
の
団
体
に
は
同
じ
日
時

で
近
隣
の
施
設
を
紹
介
し
た
。

今
後
も
相
談
体
制
を
確
保
し
、

丁
寧
に
応
対
し
た
い
。
④
Ｕ　
１８

プ
ラ
ザ
に
必
要
な
機
能
に
つ
い

て
地
域
と
も
今
後
協
議
し
た
い
。

速
や
か
な
施
設
開
設
で
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
め

　

中
部
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

開
設
が
数
回
延
期
さ
れ
た
。
①

理
由
と
正
式
な
開
設
時
期
は
。

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
早
期
利
用
開

始
に
向
け
た
区
の
取
り
組
み
は
。

　

区　

長　

①
震
災
後
の
電
力

の
役
割
、
職
員
の
配
備
体
制
は

ど
う
な
る
の
か
。
②
避
難
所
運

営
会
議
は
継
続
さ
れ
る
の
か
。

　

区　

長　

①
区
の
職
員
が
セ

ン
タ
ー
に
参
集
し
、
地
域
防
災

態
勢
の
拠
点
と
な
る
地
域
本
部

を
開
設
し
災
害
対
応
を
行
う
。

②
地
域
本
部
を
構
成
す
る
職
員

が
責
任
を
持
っ
て
行
う
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル 

ワ
ー
カ
ー
を
増
員
し
拡
充
せ
よ

　

不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
課
題

が
多
い
な
か
、
こ
の
制
度
へ
の

期
待
は
大
き
い
。
①
ど
の
よ
う

な
成
果
の
声
が
あ
る
か
。
②
拡

充
し
持
続
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

教
育
長　

①
不
登
校
児
童
生

徒
の
安
否
確
認
な
ど
、
状
況
に

応
じ
た
個
別
の
対
応
に
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
。
②
補
充
し
、

持
続
し
て
き
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
緊

急
地
震
速
報
が
発
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
震
発
生
の
数

秒
前
だ
が
安
全
を
確
保
し
、
状

況
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
、

改
め
て
緊
急
地
震
速
報
受
信
機

の
必
要
性
を
感
じ
た
。
①
区
内

全
施
設
へ
の
受
信
機
配
備
計
画

は
。
②
速
報
を
取
り
入
れ
た
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

③
震
災
発
生
当
日
、
初
め
て
区

立
小
中
学
校
が
避
難
所
と
し
て

開
設
さ
れ
た
が
、
避
難
所
担
当

の
職
員
が
学
校
の
事
情
を
知
ら

ず
、
学
校
の
教
職
員
が
避
難
者

の
対
応
を
し
た
な
ど
の
声
を
聞

い
た
。
生
じ
た
課
題
を
整
理
し

改
善
や
見
直
し
が
必
要
で
は
。

④
避
難
所
運
営
委
員
が
避
難
所

の
開
設
を
知
ら
な
い
地
域
が
あ

っ
た
。
反
省
を
踏
ま
え
た
訓
練

を
す
る
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
本
庁
舎
、
全
区

立
小
中
学
校
は
昨
年
設
置
し
た
。

そ
の
他
２
０
０
施
設
に
設
置
予

定
で
あ
る
。
②
自
衛
消
防
訓
練

や
各
学
校
の
防
災
訓
練
で
実
施

し
て
い
る
。
③
避
難
所
開
設
の

判
断
の
根
拠
を
確
立
し
、
現
場

判
断
で
の
開
設
を
検
討
し
た
い
。

④
避
難
所
機
能
を
強
化
す
る
た

め
、
訓
練
を
推
進
す
る
。

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
移
行
後
の 

災
害
時
の
対
応
を
問
う

　

①
施
設
の
防
災
機
能
と
し
て

る
よ
う
に
、
当
該
区
民
活
動
セ

ン
タ
ー
で
災
害
対
策
を
行
う
地

域
本
部
職
員
の
う
ち
、
地
域
本

部
長
・
副
本
部
長
以
下
数
名
の

職
員
が
鍵
を
所
持
し
、
対
応
す

る
予
定
で
あ
る
。

区
民
の
期
待
に
応
え
る 

防
災
公
園
の
整
備
を

　

南
部
地
域
の
２
つ
の
防
災
公

園
は
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
整

備
が
開
始
さ
れ
る
。
①（
仮
称
）

南
部
防
災
公
園
に
、
消
防
団
の

訓
練
や
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
可
能
で
、
平
常
時
は
フ
ッ
ト

サ
ル
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
楽

し
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
。
②
（
仮
称
）
本
町

の
被
災
者
受
け
入
れ
な
ど
の
対

応
は
、
従
来
ど
お
り
行
う
の
か
。

②
一
時
避
難
所
と
な
る
場
合
、

夜
間
な
ど
に
速
や
か
に
開
設
す

る
た
め
の
鍵
の
管
理
体
制
は
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　

区　

長　

①
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
転
換
後
も
、
火
災
や
水
災

害
の
際
は
一
時
避
難
所
と
し
て

開
設
し
、
避
難
し
て
く
る
区
民

を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
②
夜
間
に
お
い
て
も
速
や

か
に
一
時
避
難
所
を
開
設
で
き

　

地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
大
災
害

以
外
の
火
災
や
水
害
に
お
い
て

も
、
一
時
避
難
所
と
し
て
利
用

さ
れ
る
。
７
月　

日
以
降
、
区

１９

民
活
動
セ
ン
タ
ー
と
な
り
運
営

が
大
き
く
変
わ
る
が
①
災
害
時

不
足
の
見
極
め
や
運
営
全
体
に

係
る
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
に
時
間

を
要
し
て
い
る
が
、
今
年
度
中

に
開
設
予
定
で
あ
る
。
②
区
民

の
財
産
の
有
効
活
用
の
た
め
に

も
極
力
、
早
期
に
開
設
し
た
い
。

　

①
震
災
当
日
、
区
は
避
難
所

２
か
所
に
帰
宅
困
難
者
約
５
０

０
名
を
収
容
し
た
が
、
十
分
で

は
な
か
っ
た
と
聞
く
。
Ｊ
Ｒ
に

災
害
時
の
中
野
駅
構
内
の
開
放

を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
今

後
、
駅
周
辺
に
展
開
予
定
の
大

規
模
事
業
者
な
ど
と
事
前
に
先

進
的
な
協
議
を
行
い
、
避
難
場

所
を
確
保
す
べ
き
で
は
。
②
防

災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
づ
ら
か

っ
た
な
ど
の
声
を
聞
く
。
屋
外

の
拡
声
子
局
の
設
置
箇
所
や
音

量
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
高
さ
な
ど

を
改
善
す
べ
き
で
は
。
③
震
災

の
影
響
で
、
耐
震
性
が
劣
る
桃

園
地
域
セ
ン
タ
ー
分
室
の
利
用

中
止
が
突
然
決
定
さ
れ
た
が
、

近
隣
に
同
様
の
施
設
が
な
く
、

長
い
距
離
の
移
動
が
困
難
な
高

齢
の
利
用
者
が
困
惑
し
て
い
る
。

区
の
今
後
の
対
応
は
。
④
分
室

跡
地
に
は
Ｕ　

プ
ラ
ザ
が
建
て

１８

替
え
予
定
だ
が
、
中
高
生
等
の

利
用
が
少
な
い
昼
の
時
間
帯
は

高
齢
者
の
集
会
施
設
と
し
て
は
。

　

区　

長　

①
Ｊ
Ｒ
に
災
害
時

の
駅
施
設
開
放
の
検
討
を
要
望

し
た
い
。
警
大
等
跡
地
開
発
で

業
務
を
開
始
す
る
大
学
・
企
業

と
も
協
議
し
、
帰
宅
困
難
者
の

受
け
入
れ
に
協
力
を
求
め
た
い
。
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